
赤井川村地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

令和６年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性 地域公共交通の現況

赤井川村において、唯一の公共交通である中央バス赤井川線
が令和４年３月末廃止となり、高校生の通学のほか、買い物や
通院等による日常的に利用している自家用車を持たない村民
の交通手段を確保するため、令和４年４月より「むらバス」の運
行を開始した。
村民のニーズに即し、より持続性が高く、より利便性が高い公
共交通を運行することを目的とする。

・赤井川村地域公共交通バス（むらバス）
（市町村有償運送 １路線）
・スクールバス（１路線）
・ハイヤー会社（１社）

・むらバスの利用者数を７，０００人とする。
・むらバスの収支率を２０％以上とする。

【令和６年度】
・第１回（６月１１日）：令和７年度地域内フィーダー系統確
保維持計画案
・第２回（10月31日）：赤井川村地域公共交通実証運行に
ついて
･第３回（11月15日)：赤井川村地域公共交通実証運行に
ついて※書面開催
・第４回(1月16日) ：地域公共交通確保維持改善事業に
関する事業評価※書面開催

運行系統名：赤井川線
運行区間：キロロ～赤井川市街地～コープさっぽろ余市店前
１日４往復８便（平日）
内フィーダー対象路線 ５便
１日３往復６便（休日）
内フィーダー対象路線 ５便



令和６年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

２

２）運行系統

【系統名・運行ルート図】

・利用状況把握のためのビンゴ式アンケートの実施
※外国人向けに英語版も作成
・利用者の利便性向上のため、関係者との協議
・外国人のための英語版バスマップ作成

【系統名・運行ルート図】
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バス停でのみ乗降可能な区間
停車するバス停

■凡例



２

生活館前

中の川橋

余市駅前

大川十字街

至 赤井川村

コープさっぽろ余市店前

フリー乗降区間
バス停でのみ乗降可能な区間
停車するバス停

■凡例



４）収入実績

令和６年度年間収益は5,509千円 年間収益の内フィーダー対象路線収益は4,320千円

３）利用実績

令和６年度利用者数は21,799人 利用者数の内フィーダー対象路線利用者数は16,372人

４



６）目標・効果達成状況

４

７）事業の今後の改善点

・ 自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・ 「むらバス」全体における利用者数・収支率の目標をいず
れも上回っており、引き続き地域公共交通計画に基づき、
利用促進策の取組を継続することを期待する。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果

・計画通りに事業は適切に実施された。 利用実態調査等を行い、より多くの利用者確保、収支率向
上に向け、利用促進のための取り組みを検討する。
また、R7年度に、通院交通の充実のため実証運行を実施す
る。

むらバスの利用者数7,000人の目標に対し、21,799人であり、
目標を達成することができた。

内フィーダー対象路線の利用者は16,372人であった。

むらバスの収支率を２０％以上に対し、営業費用18,264千円、
営業収益5,509千円であり収支率は30.16％であった。令和6
年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域内
フィーダー系統確保維持費国庫補助金）2,439千円（見込み）
を収入に加えると収支率43.52％であり、目標を達成すること
ができた。

内フィーダー対象路線の収入は、4,320千円であった。


